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国土庁首都機能移
転企画課企画官の、
橋本武氏。「首都機
能移転は巨大なプロ
ジェクト。国や関係
者の思惑だけでは立
ち行かない」と語る。

●今回CD-ROMを出されたことについて

は、どういった狙いがあるのでしょうか。

首都機能移転の意義と都市像について、こ

れまで言葉では説明しづらかった部分を少し

でもわかりやすく伝えるのが目的です。いまま

で紙の報告書や文書データをまとめたCD-

ROMはありましたが、単なる設計図だけでな

くゲーム性も持たせて楽しみながら理解して

もらうというのは、国土庁どころか省庁では

初めての試みではないかと思います。

●情報分野では東京への一極集中という状

況がより拡大しているということですが。

インターネットが普及して、たとえば九州

のお店がオンラインで出店してお客さんが増

えるようなケースもありますが、逆にメディア

などは東京への集中を強めており、通信環境

でも格差はより開いていると考えています。

●新都市における情報通信、特にインター

ネット関連の具体的プランはありますか?

近年マレーシアではマルチメディア・スーパ

ー・コリドー計画のような戦略的な基盤整備

も出ていますが、日本では首都機能移転の実

現に少なくとも15年程度はかかります。現在

はまだ突き詰めた像を作る段階ではありませ

ん。CD-ROMでは見ることができませんが、

人々の持つ情報端末がモバイルからウェアラ

ブルへと変貌していくことなども予測しなけれ

ばなりません。ただ、街作りで特に注意すべ

き点として環境、国際性、景観と並んで情報

を挙げており、最先端の情報技術を駆使した

街を目指すのだけは確実です。

正直に言えば、新都市の建設にまだ固定さ

れた計画ができあがっているわけではありませ

「首都機能移転」とは国会、行政、司法と

いった機関を東京圏以外の新しい都市に移す

ことだ。移転が必要な理由としては災害が発

生しても機能を分散させて被害を小さくする

こと、情報や企業活動などが東京へ一極集中

する状況を是正すること、そして機能分散に

よって政治や行政のシステムを見直す契機に

することの3つが挙げられる。

こうした目的を果たせる移転先の候補地も、

昨年12月に国会等移転審議会が答申を発表

するなどいよいよ移転は現実味を帯びてきた。

移転先では東京のような巨大都市を建設する

のではなく、新しく理想的な都市の実現をめ

ざす。そこで首都移転に携わる国土庁の担当

者に話をきき、広報活動を重点的に進める現

状と今後の都市像を探ってみた。

いま首都機能を
移転する理由

街作りにもっと提言を

危機管理センター。
東京圏は地震に弱
く、こうした首都機
能の分散化によって
万が一の場合でも国
家がマヒするのを防
げる。
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INTERNET magazine 2000/7 281SOHO（ソーホー／Small Office Home Office）：数人で構成する小規模事業者や個人事業者、そのオフィスのこと。コンピュータネットワークの発達により、離れた場所での共
同作業が行えるようになったため、近年増加している。

国会図書館。多国
語表示や音声読み
上げの機能を持つ情
報端末を備え、ど
んな人でも必要な情
報にアクセスできる
ようになる。

今回収録したCD-
ROMは大蔵省印刷
局からも 1,340円
（税抜）で販売され
ている。

ん。実際にCD-ROMで体験してもらって、

意見をいただければと思います。

●働き方をはじめとしたライフスタイルに

変化は出るでしょうか?

先日インターネット上で行った調査では、

理想の通勤時間として多くの人が挙げたのが

「10～30分」で、「0分」（在宅勤務）を挙

げた人は5パーセント程度でした。アメリカと

の意識の違いが特徴的にあらわれています。

とはいえ長期的にはSOHO型のワークスタイ

ルへ移行するのは必然です。それに合わせて

ネットワークを活用できる開かれた社会を実

現する必要が出てくるでしょう。新都市の街

作りや生活をスタンダードとして全国に波及

させていくのも狙いの1つです。

付録CD-ROMで体験できる

首都機能都市を
歩いてみよう

あなたの意見も反映できる

ホームページから
未来の街作りに
参加する!

CD-ROM収録先：
SYUTO

フォルダー内の「Start」ア

イコンをダブルクリックすると

オープニングのあとメニュー画

面が表示されます。都市内を

ゲーム感覚で探索する「仮想

体験モード」のほか「自動散

策モード」、「データ集」など

があります。

※起動にはQuickTime4.0が

インストールされている必要が

あります。

www.apple.co.jp

国土庁には首都機能移転についてのホ

ームページが開設されている。移転先の新

都市に関するアンケート結果のほか、首都

機能移転そのものや新しい都市のイメージ

についての意見交換スペースもあり、交通

や環境などさまざまな意見が集まっている。

CD-ROMで示された都市像はまだ仮の

もの。移転計画自体の具体的な計画が出

揃うのはこれからだ。体験した都市に対し

て感想や意見を提案すれば、未来の首都

機能都市に反映される可能性もあるのだ。

www.nla.go.jp/daishu/

都市内
仮想体験
モード

都市内
自動散策
モード

データ集

■首都機能移転ホームページ

+CD-ROM+CD-ROM B
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